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　　　　　　　　　　　　①府立学校用

①　学校及び学校図書館の子どもの読書活動推進の取組み調査票（府立学校用）
	市町村名

	学校名



	住所

	本票記入者

　職・名前　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（連絡先電話：　　　－　　　－　　　　　）


生徒の読書活動推進の取組みについてお聞きします。
該当する項目を○で囲むとともに回答欄にも記入してください。
１　平成21年度の学校図書館の利用状況等について
（１）貸出冊数をお教えください。
生徒への貸出総数は何冊ですか。また、一人あたりの貸出冊数もお教えください。

ア　総数（　　　　　）冊、生徒一人あたり（　　　　　）冊

イ　把握していな　

（２）課業期間の開館日・時間・平均利用人数についてお教えください。
＊回答欄に、①開館日に応じてそれぞれ②、③をお書きください。
　　①開館日（複数回答可）
ア　平日毎日　　イ　平日　週（　　　　）日　　ウ　土曜日　　エ　日曜日

　　②開館時間（複数回答可）
ア　全日　　イ　始業前　　ウ　昼休み　　エ　休み時間　　オ　放課後

カ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　③開館日の概ねの利用人数

ア　0～19人　　イ　20人～39人　　ウ　40人～59人　　エ　60人～79人

オ　80人～99人　　カ　100人以上
	①開館日
	②開館時間
	③利用人数

	（例）ア
	ウ、エ
	イ

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


【回答欄】
（３）長期休業期間の開館日・時間・平均利用人数をお教えください。

＊回答欄に、①開館日に応じてそれぞれ②、③をお書きください。次ページにあります。
①開館日（複数回答可）
ア　平日毎日　　イ　平日　週（　　　　）日　　ウ　土曜日　　エ　日曜日

オ　その他（例：水泳指導日など　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　②開館時間

　　　　ア　全日　　イ　午前　　ウ　午後　　エ　その他（　　　　　）
③開館日の概ねの利用人数

ア　0～19人　　イ　20人～39人　　ウ　40人～59人　　エ　60人～79人

オ　80人～99人　　カ　100人以上
【回答欄】

	①開館日
	②開館時間
	③利用人数

	（例）イ　週3日
	イ
	イ

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


（４）貸出方法をお教えください。

ア　コンピュータ処理　　イ　図書カード利用　　ウ　図書カードとコンピュータ処理を併用　　　

エ　その他（　　　　　　　　　　　　）

（５）（生徒用、教職員用問わず）学校図書館のコンピュータをどのようなことに使っていますか。
（複数回答可）

ア　自校の図書館の本の検索　　イ　自校の図書館の本の予約　　ウ　自校の図書館の本の貸出・返却　　エ　インターネットによる公立図書館や他の学校図書館の本の検索　

オ　インターネットによるさまざまなホームページの閲覧　　カ　ＣＤ－ＲＯＭ等の閲覧　　　　　
キ　メールの受発信

ク　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（６）選書方法について　
①過去３年間の購入冊数（雑誌含む）は何冊ですか。

H19年度（　　　　　）冊　　H20年度（　　　　　）冊　　H21年度（　　　　　）冊
②図書（雑誌含む）の選定予定リストを作成する際、何を参考にしていますか。（複数回答可）
ア　生徒のリクエスト　　イ　教職員のリクエスト　　ウ　書評誌　　

エ　新聞書評・広告　　オ　出版社や取次店の目録　　カ　インターネット上の情報

キ　公立図書館の選定リスト　　ク　その他（　　　　　　　　　）
　③図書（雑誌含む）の選定はどのように行っていますか。
ア　担当する教職員＊のみで選定　　イ　教職員で構成される選定委員会等で選定　　
ウ　教職員と生徒で構成される選定委員会等で選定　　
エ　生徒で構成される図書委員会等で選定
オ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　＊校務分掌等に位置付けて、図書館の業務を行っている教職員等
（７）学校図書館の利用状況について、お聞きします。

①あなたの学校図書館の利用は、３年前と比べて進んでいますか。

　　　ア　進んでいる　　イ　進んでいない　　ウ　変わらない

　②「ア」を選んだ学校にお聞きします。どのような点が進んでいますか。（複数回答可）

　　　ア　貸出冊数　　イ　利用人数　　ウ　授業での利用　　エ　その他（　　　　　　　　　）

　③学校図書館を活性化させるために適当と思われる項目を選んでください。
（２つまで可。「キ その他」含む）
　　　ア　生徒が「読んでみたいと思う本」をそろえるなど、選書の改善

　　　イ　生徒にとっての「利用しやすさ」など、施設としての魅力の向上

　　　ウ　教職員の生徒に対する「読書のおもしろさ」に関する啓発の推進

　　　エ　各教科が連携した効率的な読書指導計画（一斉読書や調べ学習など）の立案及びその実践

　　　オ　公立図書館との連携（本の貸出、連絡会など）

カ　地域人材など、ボランティアとの連携（本の貸出・返却など）

キ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
２　学校図書館を担当する教職員について
（１）学校図書館を担当する教職員は何人いますか。
（　　　　　　）人
（２）学校図書館に、担当する教職員が居るのは1日当たり何時間程度ですか。

（　　　）時間程度
（３）担当する教職員はどのような仕事をしていますか。（複数回答可）
　　　ア　図書館の環境整備（本の整理等）　イ　貸出・返却業務　　ウ　本の受入と配備
　　　エ　購入本の選択　　オ　本の展示　　カ　レファレンスサービス　　キ　読み聞かせ
　　　ク　ブックトーク　　ケ　図書館便りの発行　　コ　図書委員会の指導
サ　他校及び公立図書館との連絡・調整　　シ　その他（　　　　　　　　　　　　　　）
３　公立図書館（公民館図書室等含む）との連携について
（１）現在、学校が活用している、または、学校が行っている公立図書館との連携内容と回数をお教えください。（複数回答可）
ア　団体貸出（年間　　回）　　
イ　図書配送システム（年間　　回）　　
ウ　移動図書館（ＢＭ）（年間　　回）

エ　担当者連絡会（年間　　回）
オ　連携学習会（年間　　回）

カ　司書の派遣（選書支援、読み聞かせ等）（年間　　回）

キ　図書館見学（年間　　回）
ク　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ケ　全く行っていない

＊担当者連絡会とは公立図書館の担当者と本の貸借等について話し合う会のことをさします。

連携学習会とは公立図書館の担当者と共に行なう研修のことをさします。
（２）今後、公立図書館とどのような連携を望まれますか。（３つまで可）
ア　団体貸出　　イ　図書配送システム　　ウ　移動図書館（ＢＭ）　　エ　担当者連絡会

オ　連携学習会　　カ　司書の派遣（選書支援、読み聞かせ）　キ　図書館見学

ク　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（３）公立図書館との連携による効果と連携を進めるための課題についてお教えください。

４　学校での読書活動について

（１）授業で学校図書館を活用するのは、１クラスあたり月平均何時間ですか。

ア　0～3ｈ　　イ　4ｈ～8ｈ　　ウ　9ｈ～12ｈ　　エ　12ｈ以上
（２）学校図書館を活用した授業の年間計画を作成していますか。

　　ア　作成している　→教科・科目名等（　　　　　　　　）
イ　作成していない　

（３）「朝の読書」など一斉読書以外の特色ある取組み及びその効果についてお教えください。

（４）生徒の図書委員会などがあれば、その活動内容についてお教えください。


５　読書活動に関わるボランティア＊について　
＊読み聞かせや学校図書館の運営に関わるボランティアのこと
（１）教室等で「おはなし」や「ブックトーク」等の活動を行うボランティアはいますか。
ア　いる　　イ　いない

＜「ア　いる」を選ばれた場合＞　

どのような人たちですか（複数回答可）

ア　保護者等ＰＴＡの人々　（年間活動日数　　日）

イ　地域の読書グループ（子ども文庫等）　（年間活動日数　　日）

ウ　連携先の大学生（年間活動日数　　日）

エ　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）（年間活動日数　　日）
（２）学校図書館の運営に協力するボランティアはいますか。
ア　いる　　イ　いない
＜「ア　いる」を選ばれた場合＞　＊回答欄に、①に応じて②をお書きください。次ページにあります。
①どのような人たちですか（複数回答可）
ア　保護者等ＰＴＡの方々　　イ　地域の読書グループ（子ども文庫等）　　

ウ　連携先の大学生　　エ　その他（　　　　　　　　　　　　　　）
②活動内容及び週間の活動日数（複数回答可）
ア　図書館の環境整備（本の整理等）　イ　貸出・返却業務　　ウ　本の展示
エ　本の受入と配備　　オ　読書相談の対応　　カ　ブックトーク　　キ　図書館便りの発行　　ク　その他（　　　　　　　　　　　　）

【回答欄】
	どのような人
	活動内容及び日数

	（例）イ
	ア（週５日）、イ（週２日）、カ（週１日）

	
	

	
	

	
	


（３）読書活動に関わるボランティアがいることの効果と連携を進めるうえでの課題をお教えください。

６　お尋ねした項目以外に特色ある取組みがあればご紹介ください。また、その効果も　　

お教えください。


７　学校図書館の運営について、困っていることや悩みがあれば、お教えください。

ご協力ありがとうございました。

（イの理由）
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